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放射線量の高精度な測定は医療、セキュリティ、個人被ばく量計測などの観点から重要である。

これらの内、個人被ばく線量測定に用いられるドシメータ材料にはいくつかの性能が求められる

が、現在までに実用されているいくつかのドシメータ材料は、全ての要求を十分に満たしている

とは言い難く、今なお材料探索が精力的に行われている。そこで我々の研究グループではドシメ

ータ材料の材料形態に着目して新規ドシメータ材料の開発に取り組んでいる。特に、新規光学材

料として近年注目を集めている透明セラミックスは良好な放射線応答特性を有していることをす

でに報告している[1]。 

本研究では、無添加及び Sb添加リン酸三カルシウム（Ca3(PO4)2）の透明セラミックスを作製し、

その放射線応答特性と光学特性について調査した。Ca3(PO4)2の透明セラミックスに関する論文は

これまでに 1件しか存在せず、2004年に川越らによって報告されて以降、関連する論文は発表さ

れていない[2]。Ca3(PO4)2のフォトルミネセンス（PL）に関する研究は数多く存在するものの、そ

れらは基本的に粉末状の Ca3(PO4)2に対する評価である上、シンチレーション、熱刺激蛍光（TSL）

に関する研究は数が少ない。また、Ca3(PO4)2と類似の組成である Ca10(PO4)6FCl に Sb と Mn を共

添加した蛍光体は白色蛍光灯に使用された実績があることから、本研究では発光中心として Sbイ

オンを選択した。 

透明セラミックスサンプルは放電プラズマ焼結法を用いて作製した。Sb の添加濃度は

0.01%,0.1%, 1.0%である。光学特性として直線透過率、PL スペクトル、PL 減衰曲線、シンチレ

ーション特性としてシンチレーションスペクトル、シンチレーション減衰曲線、ドシメータ特性

として TSLグローカーブを評価した。 

図 1 に得られた透明セラミックスサンプルの直線透過率を示す。無添加サンプルの直線透過率

は可視領域においてもおおよそ 60 %ほどの高い透過率を有している。図 2にはシンチレーション

スペクトルを示す。無添加サンプルでは 450 nmを中心にブロードなピークが検出され、Sb 添加

サンプルでは 540 nmにピークが確認された。Sb添加濃度の増大に伴い、540 nmに観測されたピ

ークの発光強度は増加し、このピークは Sb3+イオンの 3P1 → 1S0 遷移によるものである。 
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図 1直線透過率。        図 2 シンチレーションスペクトル。 

 

参考文献 

[1] T. Kato et al., Ceram. Inter., 42 5617-5622 (2016). 

[2] D.Kawagoe et al., J. Ceram. Soci. Jpn., 112 462-463 (2004). 

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11p-PB4-62 

© 2019年 応用物理学会 02-109 2


